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第　 1　問

n を 3 以上の整数とする。A，B，C の 3 人がそれぞれ 1 から n までの整数を 1 つ選
ぶ。どの数を選ぶ確率も等しく 1

n
とする。A，B，Cが選んだ数を順に a，b，cとする

とき，次の問いに答えよ。

(1) 3人のうち，少なくとも 1人が nを選ぶ確率を求めよ。

(2) aと bが等しくなる確率を求めよ。

(3) 2人が同じ数，他の 1人が異なる数を選ぶ確率を求めよ。

(4) a < b < cとなる確率を求めよ。
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第　 2　問

次の各問いに答えよ。

(1) p，q を 0でない定数とする。

a1 = 1, an+1 = pan +
q − p
2

qn−1 (n = 1, 2, 3, · · · · · · )

で定められる数列 {an}の一般項を求めよ。

(2)

bn = (−1)n−1 log n+ 2
n

(n = 1, 2, 3, · · · · · · )

で定められる数列 {bn}に対して，

Sn = b1 + b2 + · · ·+ bn

とする。このとき， lim
n→∞

Sn を求めよ。
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第　 3　問

aを 0以上の実数，nを正の整数とするとき，次の問いに答えよ。

(1) ∫ a

0

ea−x
(
1 + x

n

)n

dx =

∫ a

0

ea−x
(
1 + x

n

)n−1

dx+ ea −
(
1 + a

n

)n

が成り立つことを示せ。

(2)
(
1 + a

n

)n−1

≦
(
1 + a

n

)n

≦ ea が成り立つことを示せ。

(3) ea −
(
1 + a

n

)n

≦ a2ea

2n
が成り立つことを示せ。
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第　 4　問

xy 平面の曲線

C : x = cos t
1− sin t

, y = sin t
1− cos t

(
0 < t < π

2

)
について，次の問いに答えよ。

(1) 曲線 C 上の t = θ に対応する点 P
(

cos θ
1− sin θ

, sin θ
1− cos θ

)
における C の接線 ℓ

の方程式を求めよ。

(2) α = sin θ + cos θ とおく。点 P
(

cos θ
1− sin θ

, sin θ
1− cos θ

)
における曲線 C の接線 ℓ

と x軸，y 軸で囲まれた三角形の面積 S を αの式で表せ。

(3) 0 < θ < π
2
のとき，(2)で求めた面積 S の値の範囲を求めよ。
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